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論 文 内 容 の 要 旨

1目的】

抗GQlbIgG抗 体は,MillerFisher症 候群(MFS),Bickerst巌 型脳 幹脳 炎(BBE),眼 筋 麻痺を伴う

Gumain・Barr6症 候群(GBS)な どの自己免疫性神経障害で高頻度に検出される.抗GQlb抗 体 陽性血清では

糖鎖末端構造が同じであるGTIaに も抗体活性がみられることが多い,ま たGQlb単 独よりフォスファチジン酸(PA)

を加えた抗原に強く反応する抗体 もあり,そ れぞれの相対的な反応の強さは症例により異なる.同 じGQlbを 標的

とする抗体が上昇しながらも異なる神経症候を呈する原 因が,抗 体の微細な反応性の違いにある可能性を検討す

るため,GQlb,GTla,GQlb+PAに 対するIgG抗 体 の反応特異性を調べた,

防 法】

2006年10月 から2009年7月 までに我々に検査依頼のあった全ての抗GQlbIgG抗 体 陽性のMFS(197例),

BBE(20例),GBS(78例),そ の他(52例)に ついて,ま た意識障害,球 麻痺,眼 球運動障害,筋 力低下,

運動失調の各臨床症状g有 無で,GQlb,GTla,GQlb+PAに 対する抗体活性の強さを比較した.

【結果】

球麻痺が有る群はない群と比しGQlbよ りGTlaに 対する抗体価が高い例が有意 に多く(p<α001),抗

GTla抗 体価が有意に高かった(p昌0.019).眼 筋麻癖が有る群はない群と比し,抗GQlb+PA抗 体価が有意

に高かった(p昌 α004).筋 力低下がある群はない群と比しGQlbよ りGTlaに 対 する抗体価が高い例が有意

に多か った(p胃0.029).失 調が ある群はない群 と比し抗GQlb+PA抗 体価 が有意に高 く(pく0、001),ま た

GTlaよ りGQlbに 対する抗体価が高い例が有意に多かった(p=α018).3疾 患の比較では,GBSはMFS

とBBEに 比 し,GQlbよ りGTlaに 対する抗体活性が強い例が有意に多く(p=α009),BBEはMFSと

GBSに 比し,抗GQlb抗 体価が+PAで 増強する例が有意に少なかった(p=0.004).

[考察】

各 症状 の有無 と抗体反応性 の閲連が認められ,抗 体 の反応特異性がそれぞれの神経徴候発症 のメカニズム

において重要 と考えられた.特 にBBE患 者 に検出される抗GQlb抗 体 はGQlbそ のものに対する特異性が高 く,

この反応性の違いが中枢神経障害をきたす要因のひとつと考えられた.抗 体 の反応性が特定の臨床症状に関連

するメカニズムとしては、それぞれの反応特異性が抗体 の標的部位へ のaccessibilityに 影響を与えている可能

性がある.し かし,こ れ らの抗体の結合活性の差がどのように病態機序に関与するかについては,さ らに今後

の詳細な検討が必要である,

儲 謝

GBSで はMFSやBBEと 比し,GQlbよ りもGTlaに 強 く反応する抗体がみられることが多い.BBEに おけ

る抗GQlb抗 体は,抗 原へのPA添 加 により反応性が増強しない例が多 く,こ の反応性が 中枢神経障害をきた

す要因の一つと考えられた.抗GTla抗 体 と球麻痺との関与が確認され,そ の他の症状においても抗体反応特

異性の違いが臨床症状の多様性 に関連することが示唆 された.
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